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Apertureに関する最新情報

この書類には、「Aperture」に関するアップデートされた情報が記載されています。以下のトピッ
クが含まれます：

Â


Aperture1.5.2 に関する最新情報（2ページ）

Â


Aperture1.5に関する以前のリリース情報（4ページ）

Â


Aperture1.1に関する以前のリリース情報（24ページ）

Â


Aperture1.0に関する以前のリリース情報（27ページ）

この書類は、新しいバージョンの「Aperture」がリリースされたとき、または新しい情報が利用
可能になったときに、アップデートされることがあります。アップデートされた情報は、

「Aperture」を開いているときに「ヘルプ」＞「最新情報」と選択することで確認できます。

製品アップデート、ヒントとテクニック、および対応する他社製装置の最新情報については、

「Aperture」のWebサイト（http://www.apple.com/jp/aperture）を参照してください。

AppleCare からの最新のサポート情報については、「Aperture」の「ヘルプ」メニューから
「Apertureサポート」を選択してください。新しいサポート情報に関する自動通知を受信するに
は、「Safari」で、AppleCareのApertureRSSページ
（feed://docs.info.apple.com/rss/aperture.rss）をブックマークに追加してください。
RSSフィードの設定について詳しくは、「Safari」のヘルプを参照してください。

「Aperture1.5.1」に関する最新情報はありません。

http://www.apple.com/jp/aperture
feed://docs.info.apple.com/rss/aperture.rss
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Aperture1.5.2に関する最新情報
「Aperture1.5.2」では、パフォーマンス、信頼性、および互換性が向上しています。

参考：「Aperture1.5.2」は、PowerPCプロセッサとIntelプロセッサのどちらを搭載したMacintosh
コンピュータでもネイティブに動作するように設計されています。

「Aperture」を開くときにプレビューの生成を抑制する
「Aperture」を開くと、「プレビューを保守」設定が有効になっているプロジェクトについて、プ
レビューのアップデートが開始されます。（プレビューの保守について詳しくは、13ページの
「プロジェクトアクションのポップアップメニューでプレビューを制御する」を参照してくださ

い。）プロジェクトに含まれるイメージファイルが壊れていたり、ファイルのフォーマットが対

応していないものである場合には、アップデートが原因で問題が発生することがあります。

「Aperture1.5.2」では、壊れたイメージファイルを簡単に見つけることができるように、
「Aperture」を開くときにプレビューの生成を抑制することができます。抑制するときは、Shift
キーを押しながら「Aperture」を開きます。「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウを
使って、現在実行中のプレビュー保守処理をキャンセルすることもできます。詳しくは、17ペー
ジの「「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウにプレビュー生成の進行状況を表示する」

を参照してください。

参考：プレビュー保守処理をキャンセルした場合、プレビューのアップデートは別の変更をイ
メージに適用するまで行われません。イメージのプレビューを強制的にアップデートする場合

は、14ページの「ショートカットメニューでプレビューを制御する」を参照してください。自
動プレビュー保守は、次回「Aperture」を開いたときに再開されます。

ウォーターマークのサイズを調整する
「Aperture1.5.2」には、ウォーターマークのサイズ調整の入／切を切り替える機能が用意されて
います。「Aperture」では、書き出したイメージと同じ大きさまでウォーターマークのサイズを
調整できます。たとえば、イメージを元のサイズの50パーセントで書き出した場合には、ウォー
ターマークも元のサイズの50パーセントのサイズに調整されます。このとき、ウォーターマー
クの外観とイメージ全体の外観とのバランスは維持されます。ただし、書き出したイメージのサ

イズに関係なくウォーターマークのサイズを維持することが重要な場合は、ウォーターマークの

サイズを調整しないまま書き出すこともできます。

ウォーターマークのサイズを調整してイメージを書き出すには：
1 書き出したいイメージを選択します。

2 「ファイル」＞「書き出し」＞「バージョンの書き出し」と選択します（または、コマンド＋
Shift＋Eキーを押します）。

3 表示されるダイアログで、「書き出しプリセット」ポップアップメニューから「編集」を選択し

ます。

4 「書き出しのプリセット」ダイアログで、イメージの書き出しに使用したい書き出しプリセット
を選択します。
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5 必要に応じて、「サイズ調整」ポップアップメニューから出力サイズのオプションを選択します。

参考：ウォーターマークのサイズは、作成時のサイズの100パーセントを超えることはできませ
ん。イメージを元のサイズの100パーセントで書き出す場合、ウォーターマークのサイズは調整
されません。ウォーターマークがイメージ全体から見て小さすぎる場合は、大きいサイズの新し

いウォーターマークを作成する必要があります。

6 「ウォーターマークを表示」チェックボックスを選択します。

7 「イメージを選択」ボタンをクリックします。

8 ウォーターマークとして使用したいイメージを選択してから、「選択」をクリックします。

9 「位置」ポップアップメニューから、ウォーターマークをイメージのどこに表示するかを選択し
ます。

10 ウォーターマークの不透明度を調整するときは、「不透明度」スライダを新しい位置にドラッグ

します。

11 ウォーターマークのサイズをイメージと同じサイズまで調整するときは、「ウォーターマークを

拡大／縮小」チェックボックスを選択します。

参考：書き出したイメージの出力サイズに合うようにウォーターマークをすでに作成している場
合は、「ウォーターマークを拡大／縮小」チェックボックスを選択する必要はありません。

12 ウォーターマークが適切な状態であることをウォーターマークプレビュー領域で確認したら、

「OK」をクリックします。

13 書き出したイメージを配置したい場所に移動します。

14 「書き出しの名前のフォーマット」ポップアップメニューから、書き出したファイルの名前フォー
マットを選択します。

15 「書き出し」をクリックします。

イメージが書き出されます。ウォーターマークのサイズは、書き出したイメージと同じサイズに

調整されています。イメージの書き出しおよびウォーターマークの適用について詳しくは、

「Aperture」の「ヘルプ」メニューにある「Aperture ユーザーズマニュアル」を参照してください。

Aperture1.5のマニュアルの訂正
「Aperture ユーザーズマニュアル」の390 ページで、メタデータボックスをブック内のイメー
ジに再リンクするときには、コマンドキーを押したままメタデータボックスをクリックすると説

明されていますが、これは誤りです。メタデータボックスをイメージに再リンクするには、
Control キーを押したままメタデータボックスをクリックし（またはメタデータボックスを右ク
リックし）、ショートカットメニューから「メタデータボックスをリンク」を選択します。
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Aperture1.5に関する以前のリリース情報
「Aperture1.5」では、パフォーマンス、信頼性、および互換性が向上しています。

参考：「Aperture1.5」は、PowerPCプロセッサとIntelプロセッサのどちらを搭載したMacintosh
コンピュータでもネイティブに動作するように設計されています。

センタールーペを使用してイメージを表示する
「Aperture1.5」には、センタールーペと呼ばれる、より高度なルーペが追加されています。セン
タールーペは、イメージ内の拡大表示したい部分に置くことも、イメージの外側に置いて、イ

メージ内のポインタが置かれた部分をルーペに拡大表示することもできます。ポインタを移動す

ると、それに合わせて、イメージ内の対応する部分が拡大表示されます。センタールーペは、調

整を行いながらその効果を確認したいときや、センサーダスト、ほこり、フィルムスキャン時の

指紋などの問題をすばやくに確認したいときに便利です。センタールーペは、Aperture ライブ
ラリに含まれるすべてのイメージまたはサムネールで使用できます。

センタールーペを表示する
センタールーペを使用するには、最初に、以前のバージョンの「Aperture」から使用している
ルーペを表示する必要があります。

ルーペを表示するには、以下のいずれかの操作を行います：
m 「表示」＞「ルーペを表示」と選択するか、アットマーク（@）キーを押します。

m ツールバーの「ルーペ」ボタンをクリックします。

参考：ルーペを隠すには、上のいずれかの操作をもう一度行います。

ルーペが表示されたら、センタールーペを表示および使用できます。

センタールーペを表示するには：
m 「表示」＞「センタールーペを使用」と選択するか、コマンド＋Shift＋アットマーク（@）キー
を押します。

センタールーペが表示されます。

参考：通常のルーペに戻すには、上の操作をもう一度行います。

センタールーペ

センタールーペのポップアップメニュー
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センタールーペを移動する
センタールーペは、イメージ上の別の場所にドラッグすることで移動できます。

センタールーペを移動するには、以下のいずれかの操作を行います：
m センタールーペを新しい場所にドラッグします。センタールーペ内でドラッグすると、拡大表示

される領域を示す円が表示されます。

m アットマーク（@）キーを押します。ルーペがポインタの現在の位置に移動します。

ポインタを使ってイメージの一部を拡大表示する
センタールーペを固定したまま、イメージ内のポインタが置かれた部分を拡大表示できます。

ポインタを使ってイメージの一部を拡大表示するには：
m センタールーペのポップアップメニューから「焦点をカーソルに合わせる」を選択します。

この機能を切にするには、センタールーペのポップアップメニューから「焦点をルーペに合わせ

る」を選択します。

センタールーペには、
イメージ内のポインタが

置かれた部分が拡大表示
されます。

ポインタの位置

ポップアップメニューから

「焦点をカーソルに合わせる」
を選択します。
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センタールーペのサイズと拡大率を変更する
センタールーペのサイズを変更したり、拡大率を増減したりすることもできます。ルーペの倍率

設定は、通常のルーペとセンタールーペの両方に適用されます。

センタールーペのサイズを変更するには、次のいずれかの操作を行います：
m サイズを小さくするときは、「表示」＞「ルーペの倍率」＞「直径を小さく」と選択するか、

Shift＋Option＋ハイフン（-）キーを押します。

m サイズを大きくするときは、「表示」＞「ルーペの倍率」＞「直径を大きく」と選択するか、
Shift＋Option＋キャレット（̂ ）キーを押します。

センタールーペの拡大率を変更するには、次のいずれかの操作を行います：
m センタールーペのポップアップメニューから、目的の拡大率を選択します。

m センタールーペの拡大率を上げるときは、「表示」＞「ルーペの倍率」＞「倍率を上げる」と選

択するか、コマンド＋Shift＋キャレット（ ̂ ）キーを押します。

これらのキーを繰り返し押すと、拡大率がさらに上がります。

m センタールーペの拡大率を下げるときは、「表示」＞「ルーペの倍率」＞「倍率を下げる」と選

択するか、コマンド＋Shift＋ハイフン（-）キーを押します。

これらのキーを繰り返し押すと、拡大率がさらに下がります。

m 拡大率を連続的に変更するときは、ポインタをルーペの中に置き、マウスホイールを動かします。

ここで拡大率を選択します。
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ピクセルグリッドとカラー値を表示する
センタールーペでは、イメージをピクセルのグリッドとして表示して、イメージの実際のピクセ

ル構成を表示できます。これにより、高い拡大率（400％以上）で個々のピクセル値を確認でき
ます。また、イメージのカラー値の測定値を表示するようにセンタールーペを設定することもで

きます。カラーメーターとして、RGB、CMYK、HSL、またはHSB 値を表示できます。

参考：「ルーペにカラー値を表示」コマンドは、調整を追加するポップアップメニュー（調整イ
ンスペクタおよび調整HUD内）から「表示」メニューに移動されました。

ピクセルグリッドを表示するようにセンタールーペを設定するには：
1 センタールーペの拡大率を400％以上に設定します。

センタールーペの拡大率を設定する方法について詳しくは、 6ページの「センタールーペのサイ
ズと拡大率を変更する」を参照してください。

2 「表示」＞「ルーペにピクセルグリッドを表示」と選択するか、センタールーペのポップアップ
メニューから「ピクセルグリッド」を選択します。

この機能を切にするには、このメニュー項目をもう一度選択します。

参考：通常のルーペでも、「表示」＞「ルーペにピクセルグリッドを表示」と選択して、ピクセ
ルグリッドを表示できます。

ピクセルグリッドと

カラー値を表示するように
設定されたセンタールーペ





8 



センタールーペ内にカラーメーター値を表示するように設定できます。

センタールーペにカラー値を表示するように設定するには、次のいずれかの操作を行います：
m 「表示」＞「ルーペにカラー値を表示」と選択するか、 Shift ＋Option ＋アットマーク（@）キー
を押します。

m センタールーペのポップアップメニューから「カラー値」を選択します。

この機能を切にするには、このメニュー項目をもう一度選択します。

参考：通常のルーペでも、「表示」＞「ルーペにカラー値を表示」と選択して、カラー値を表示
できます。

「エッジシャープ」のワークフローについて理解する
「Aperture」の「エッジシャープ」調整は、写真をシャープにするときに使用するプロフェッショ
ナルなツールです。「エッジシャープ」調整のコントロールを以下のワークフローに従って使用

すれば、プロ品質の調整を簡単に行うことができます。

イメージをシャープにするには：
1 調整インスペクタまたは調整HUDの「エッジシャープ」領域で、強度スライダを最大値に設定し
て操作の効果を確認します。

2 エッジスライダを調節すると、イメージのどの部分がシャープになっているかを確認できます。

エッジスライダを調節してエッジをシャープにするときは、できるだけイメージのノイズやテク

スチャが影響を受けないように調節します。

3 シャープにしたいエッジサイズが最も強調されるように、フォールオフスライダを調節します。

4 シャープ効果によって適度な繊細さが失われないように、強度パラメータの値を下げます。通常

は、0.5未満の値が最適です。

プレビューイメージを操作する
「Aperture1.5」には、JPEGプレビューバージョンをライブラリに作成する機能が追加されてい
ます。「Aperture」で使用されるこれらのプレビューイメージは、ほかのアプリケーションと共
有できます。プレビューは、オリジナルのマスターファイルにすべての調整を適用した状態を表

現するために、「Aperture」によって生成されるJPEGイメージです。プレビューのサイズは、フ
ルサイズのマスターファイルの大きさから最長で1280ピクセルの大きさまで制御できます。プ
レビューのJPEG圧縮品質を制御することもできます。

「Aperture」では、バージョンを追加または変更するときにプレビューを自動的に作成および保
守したり、必要なときに手動で作成することができます。また、プレビューを必要としないワー

クフローの場合は、プレビューを作成しないように「Aperture」を設定することもできます。
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プレビューイメージの使用
「Aperture」のプレビューイメージを使うと、「Aperture」でのイメージの表示が向上し、ほか
のアプリケーションでもそれらのイメージを簡単に使用できます。

イメージを「Aperture」のスライドショーで表示する
以前のバージョンの「Aperture」では、スライドショーでイメージが表示されるときに、マス
ターファイルがデコードされて調整が適用されていました。最新バージョンでは、JPEG プレ
ビューを使ってイメージをスライドショーに表示しています。その結果、より滑らかでパフォー

マンスに優れたスライドショーになりました。ただし、プレビューが存在しないか最新でない場

合には、スライドショーが始まる前にプレビューイメージをレンダリングする必要があります。

参考：プリセットを使ってスライドショーのイメージの表示品質を制御できます。「最高品質」で
は、JPEG プレビューが使用され、必要に応じてスライドショーが始まる前にレンダリングされ
ます。「標準品質」では、レンダリングの必要がなく常に利用可能な、1024ピクセル（最長サイ
ズ）のサムネイルイメージが使用されます。プロジェクタを使ってスライドショーを表示する場

合には、1024 ピクセルのサムネイルイメージで十分です。スライドショーのプリセットについ
て詳しくは、「Aperture」の「ヘルプ」メニューの「Aperture ユーザーズマニュアル」を参照
してください。

イメージをビューアに表示する
「Aperture」では、バージョンをビューアに表示する必要があるときに、次の処理が行われます：

1 サムネイルイメージ（最長サイズで1024 ピクセルのJPEG イメージ）を描画します。

2



JPEGプレビューを描画します（存在する場合）。

3 マスターファイルをデコードし、調整を適用します。

3番目の手順が完了すると、調整コントロールが有効になります。JPEGプレビューは、そのバー
ジョンのすべての調整が適用された状態で作成されるので、調整済みのマスターファイルよりも

短時間で画面上に表示されます。その結果、シャープなプレビューイメージでビューアにすぐに

表示されます。

ドラッグ＆ドロップする
バージョンのためにプレビューが作成されているときは、「Finder」、「Mail」など、JPEGファイ
ルを使用できるアプリケーションであれば、ブラウザからイメージを直接それらのアプリケー

ションにドラッグできます。バージョンにプレビューが作成されていない場合、そのバージョン

をドラッグ＆ドロップすることはできません（「Aperture」内を除きます）。複数のイメージをド
ラッグするときに、一部のイメージにのみプレビューがある場合、プレビューがあるバージョン

のみがドラッグされます。
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「iLife」および「iWork」との統合
プレビューを使って、「Aperture」のピクチャをムービー、Web、DVD、スライドショー、およ
びPodcastに配布することができます。「Aperture」のピクチャをiPod にダウンロードし、そ
れらを「iPhoto」に読み込んだり、それらを使ってページ書類を作成することもできます。「iLife」
および「iWork」アプリケーションのメディアブラウザで、Apertureライブラリをブラウズでき
るようになりました。ライブラリのバージョンごとに、「iLife」と「iWork」のために2つのJPEG
ファイルを利用できます。メディアブラウザに表示される240ピクセル（最長サイズ）のJPEG
サムネイルと、JPEGプレビューイメージ（プレビューイメージ用に指定したサイズ）です。バー
ジョンにプレビューがない場合、そのイメージはメディアブラウザで使用できません。

参考：イメージがスタック内にある場合は、スタックピックとアルバムピックだけが共有されま
す。iLifeからスタック内のイメージにアクセスしたいときに、そのイメージがピックでない場合
は、そのイメージをスタックから抽出するか、ピックにする必要があります。

MacOSXの「デスクトップとスクリーンセーバ」環境設定との統合
iPhotoライブラリと同様に、メディアブラウザと同じ仕組みを利用して、Apertureライブラリ
をスクリーンセーバやデスクトップのピクチャとして使用できます。

オフラインの参照イメージを表示する
マスターファイルがオフラインの場合や見つからない場合には、最初にサムネイルイメージが描

画されてから、プレビューが存在する場合はプレビューが表示されます。プレビューは高品質な

ので、ズームしたり、ルーペを使うこともできます。

プレビューイメージを制御する
プレビューイメージの作成および保守は、ライブラリ全体、プロジェクト単位、またはイメージ

単位で制御できます。
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Apertureライブラリをアップグレードする
既存のライブラリを「Aperture1.5」で使用するには、ライブラリをアップグレードする必要が
あります。アップグレードするかどうかを、次のダイアログで確認されます：

デフォルトでは、ライブラリのイメージのためにプレビューが作成されます。プレビューは、ラ

イブラリがバージョン1.5にアップグレードされた後に、バックグラウンドで作成されます。こ
こで選択するかどうかに関係なく、「Aperture」の設定は後で簡単に切り替えることができます。
このプレビュー設定は、お使いのシステムのAperture ライブラリごとに個別に制御できます。
アップグレードした後にプレビューを切にする方法、およびプレビューを個別に作成する方法に

ついて詳しくは、18ページの「プレビューを効果的に使用するワークフローの例」を参照して
ください。

ライブラリに多数のイメージがある場合は、プレビューの作成に多くの時間がかかります。その

場合は、夜間やコンピュータを使っていないときにプレビューを作成することができます。また

は、18ページの「プレビューを効果的に使用するワークフローの例」で説明するように「既存
のイメージのプレビューを作成」チェックボックスの選択を解除し、プロジェクト単位でプレ

ビューを作成することもできます。

プレビューの環境設定を行う
「Aperture」には、プレビューを制御するために4 つの環境設定が用意されています。これらの
設定はすべてのライブラリに適用されます。

「Aperture」の環境設定を開くには：
m 「Aperture」＞「環境設定」と選択します。

ライブラリのイメージごと
にプレビューを作成するに

は、「既存のイメージの
プレビューを作成」を

選択します。
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「環境設定」ウインドウの一番下に「プレビュー」環境設定が表示されます。

Â「新しいプロジェクトでプレビューを自動的に生成」：このチェックボックスを選択すると、現
在のライブラリ内（および新しいライブラリ内）に作成する新しいプロジェクトのプレビュー

が自動的に作成および保守されます。このチェックボックスを選択すると、新しいプロジェク

トを作成するたびに、プロジェクトごとに「プロジェクトのプレビューを保守」（下記参照）

が設定されます。

Â「プレビューを iLifeおよび iWorkと共有」：このチェックボックスを選択すると、「iLife」およ
び「iWork」のメディアブラウザ（およびMacOSX のスクリーンセーバ）からAperture ラ
イブラリにアクセスするときに使用する、XML フォーマットのファイルが作成されます。こ
のチェックボックの選択を解除した場合、このファイルはすべてのライブラリに作成されず、

メディアブラウザおよびスクリーンセーバで Aperture ライブラリを表示できなくなります。
このXML ファイルは、「Aperture」を終了したときまたは「Aperture」がアクティブなアプ
リケーションではなくなったときにアップデートされます。ライブラリのサイズが非常に大き

い場合は、XML ファイルのアップデートに時間がかかる可能性があります。このようなとき
にプレビューを（ドラッグ＆ドロップ以外の方法で）ほかのアプリケーションと共有しない場

合は、このチェックボックスの選択を解除してもかまいません。

Â「プレビューの品質」：このスライダを使って、JPEG プレビューで使用される圧縮設定を決定
します。0（非常に高い圧縮、相対的に低品質）～12（非常に低い圧縮、相対的に高品質）の
範囲で設定します。品質設定が低くなるほど、プレビューが使用するディスク容量は少なくな

ります。

Â「プレビューのサイズを制限」：このポップアップメニューからプレビューイメージのサイズ
（ピクセル単位の幅と高さ）を選択します。デフォルトの設定は「2560x2560 に合わせる」
です。「制限しない」の設定では、それぞれのプレビューがバージョンと同じサイズで作成さ

れます。その他の設定を選択すると、指定したサイズ以下のサイズにプレビューが制限されま

す。プレビューは作成元のバージョンの幅と高さを超えることはありません。現在接続されて

いるディスプレイの解像度に適合する設定の横に、アスタリスク（*）が表示されます。ポッ
プアップメニューにすべてのディスプレイ解像度が表示されるわけではないので、ここでアス

タリスクが表示されない場合があります。それぞれの圧縮品質設定とピクチャサイズのときに

プレビューが使用するディスク容量について詳しくは、22ページの「JPEGプレビューとそれ
らのマスターファイルのファイルサイズを比較する」を参照してください。

参考：プレビューの品質とサイズの設定を変更しても、すでに生成されているプレビューには
影響しません。新しい設定を使ってプレビューを再生成したい場合は、次のセクションで説明

する方法を使用してください。
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プロジェクトアクションのポップアップメニューでプレビューを制御する
自動プレビュー保守機能を、プロジェクト単位で、またはライブラリ内のすべてのプロジェクト

に対して有効または無効にすることができます。

ライブラリ内のプレビューを自動的にアップデートするように「Aperture」を設定するには：
1 「プロジェクト」パネルで「ライブラリ」を選択します。

2 プロジェクトアクションのポップアップメニュー（歯車のアイコンが表示されています）から

「すべてのプロジェクトのプレビューを保守」を選択します。

ライブラリ内のプロジェクトごとに自動プレビュー保守機能が有効になります。これにより、ラ

イブラリ内のプロジェクトにイメージが読み込まれたときおよびバージョンが作成または調整

されたときに、プレビューが自動的にアップデートされます。新しいプロジェクトの場合は、す

でに説明したアプリケーション環境設定（「新しいプロジェクトでプレビューを自動的に生成」）

が検査されます。ライブラリレベルでは、メニュー項目にチェックマーク（上記を参照）が付い

ている場合は、すべてのプロジェクト（または選択したプロジェクト）で設定が有効になってい

ます。ハイフン（–）が付いている場合は、プロジェクトによってプレビューが保守されるもの
と保守されないものが混在しています。チェックマークもハイフンも表示されない場合は、自動

プレビュー保守機能はライブラリ全体で無効になっています。

参考：この設定を有効にしても、プレビューは生成されません。次にイメージが読み込まれた
ときあるいはバージョンが作成または調整されたときに、どのような処理を行うかを指定してい

るだけです。プレビューを生成するときは、以下で説明するショートカットメニューを使用でき

ます。

「Aperture」では、プレビューをプロジェクト単位でアップデートすることもできます。

1つのプロジェクト内のプレビューだけを自動的にアップデートするように「Aperture」を設定
するには：

1 プロジェクトパネルで、プレビューを保守したいイメージを含むプロジェクトを選択します。

2 プロジェクトアクションのポップアップメニュー（歯車のアイコンが表示されています）から

「プロジェクトのプレビューを保守」を選択します。

「プロジェクトのプレビューを保守」コマンドの横にチェックマークが表示されます。これによ

り、プロジェクトにイメージが読み込まれたときおよびバージョンが作成または調整されたとき

に、プレビューが自動的にアップデートされます。

3 プレビューを自動的にアップデートする方法で保守したいプロジェクトをすべて設定するまで、

手順1 と2を繰り返します。

チェックマークは、
自動プレビュー保守機能が

有効になっていることを
示します。
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参考：この設定を有効にしても、プレビューは生成されません。次にイメージが読み込まれた
ときあるいはバージョンが作成または調整されたときに、どのような処理を行うかを指定してい

るだけです。プレビューを生成するときは、以下で説明するショートカットメニューを使用でき

ます。

ショートカットメニューでプレビューを制御する
Control キーを押したままプロジェクトパネルのプロジェクトをクリックし、表示されるショー
トカットメニューから項目を選択することで、プロジェクトのプレビューを制御できます。また、
Control キーを押したままブラウザでイメージをクリックすることで、1 つのイメージまたは選
択した複数のイメージのプレビューを制御することもできます。

プロジェクトパネルで、プロジェクトのすべてのプレビューを削除したり、プロジェクトのすべ

てのプレビューをアップデートしたりできます。

プロジェクトのすべてのJPEG プレビューを削除するには：
m プロジェクトパネルで、Controlキーを押したまま削除したい JPEG プレビューが含まれるプロ
ジェクトをクリックして、ショートカットメニューから「プロジェクトのプレビューを削除」を

選択します。

プロジェクトのすべてのJPEG プレビューをアップデートするには：
m プロジェクトパネルで、Controlキーを押したままアップデートしたいJPEGプレビューが含まれ
るプロジェクトをクリックして、ショートカットメニューから「プロジェクトのプレビューを

アップデート」を選択します。

プレビューがすでに最新の状態のときに「プロジェクトのプレビューをアップデート」を選択す

ると、操作が必要ないことを伝える警告メッセージが表示されます。ただし、プレビューを強制

的に再作成することもできます。

ショートカットメニュー
から「プロジェクトの

プレビューを削除」を
選択します。





 15





プロジェクトのJPEGプレビューを強制的に再作成するには：
1 プロジェクトパネルで、Optionキーを押したままControlキーを押して、強制的にアップデート
したいJPEGプレビューが含まれるプロジェクトをクリックします。

2 ショートカットメニューから「プロジェクトのプレビューを生成」を選択します。

ブラウザでは、1 つ以上のイメージを選択し、JPEG プレビューを削除またはアップデートでき
ます。

選択したイメージのJPEGプレビューを削除するには：
1 ブラウザで、削除したいJPEGプレビューが含まれるイメージを1 つ以上選択します。

2



Control キーを押したまま選択済みイメージをクリックして、ショートカットメニューから「プ
レビューを削除」を選択します。

Option キーを押したまま
Controlキーを押して

プロジェクトをクリック
すると、ショートカット

メニューに「プロジェクト
のプレビューを生成」が

表示されます。

「プレビューを削除」を
選択します。
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選択したイメージのJPEGプレビューをアップデートするには：
1 ブラウザで、アップデートしたいJPEGプレビューが含まれるイメージを1つ以上選択します。

2



Control キーを押したまま選択済みイメージをクリックして、ショートカットメニューから「プ
レビューをアップデート」を選択します。

選択したイメージのプレビューを強制的に再作成することもできます。

選択したイメージのJPEGプレビューを強制的に再作成するには：
1 ブラウザで、強制的にアップデートしたいJPEGプレビューが含まれるイメージを1つ以上選択し
ます。

2



Optionキーを押したままControlキーを押して選択済みイメージをクリックして、ショートカッ
トメニューから「プレビューを生成」を選択します。

参考：プレビューを削除、アップデート、または生成するコマンドは、「イメージ」メニューに
もあります。

Optionキーを押したまま 
Controlキーを押して
選択済みイメージを

クリックすると、ショート
カットメニューに

「プレビューを生成」が
表示されます。
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「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウにプレビュー生成の進行状況を表示する
「Aperture」では、プレビューイメージはバックグラウンドでレンダリングされますが、この処
理を停止したいときがあります。「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウで、プレビュー

のレンダリング処理の進行状況を表示したり、この処理をキャンセルすることができます。

プレビューの作成を停止するには：
1 「ウインドウ」＞「タスクリストを表示」と選択します。

2 「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウで、「プレビューを処理中」タスクを選択してか
ら、「タスクをキャンセル」ボタンをクリックします。

3 「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウを閉じます。

参考：「最高品質」品質設定を使用するスライドショーは、すべてのプレビューイメージが最新
の状態にならないと開始できないので、プレビューはフォアグラウンドでの生成されます。処理

を停止するときは、「キャンセル」ボタンを使用します。その他の場合はすべて、プレビューは

バックグラウンドで作成されます。

JPEG プレビューの保守スケジュールを再設定する
自動プレビュー保守機能が無効になっているプロジェクトの場合、キャンセルしたプレビューの

スケジュールを再設定できます。

JPEGプレビュー保守機能のスケジュールを再設定するには、以下のいずれかの操作を行います：
m プロジェクトパネルで、アップデートを再開したいJPEG プレビューが含まれるプロジェクトを
選択してから、「イメージ」＞「プレビューをアップデート」と選択します（またはControlキー
を押したままプロジェクトをクリックし、ショートカットメニューから「プレビューをアップ

デート」を選択します）。

参考：「Aperture」を開くたびに、自動プレビュー保守オプションが有効になっているプロジェ
クトで古いプレビューがあるかどうかが確認され、プレビューを再生成するスケジュールが設定

されます。プレビューを自動的にアップデートしたくない場合は、プロジェクトの自動プレ

ビュー保守オプションを無効にします。詳しくは、13ページの「プロジェクトアクションのポッ
プアップメニューでプレビューを制御する」を参照してください。

このタスクを選択してから、

「タスクをキャンセル」
ボタンをクリックします。
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プレビューイメージをレンダリングする
「Aperture」では、次の4つの状況でプレビューイメージがレンダリングされます：
Â ライブラリがバージョン1.5にアップグレードされるとき（「ようこそAperture1.5 へ」ダイア
ログで「既存のイメージのプレビューを作成」チェックボックスが選択されている場合）

Â イメージが読み込まれるとき、あるいはバージョンが作成、回転、または調整されるとき（プ

ロジェクトアクションのポップアップメニュー（歯車アイコンが表示されます）で「プレビュー

を保守」項目が有効になっている場合）

Â


Controlキーを押したままライブラリ、プロジェクト、または1つ以上のイメージをクリック
し、ショートカットメニューから「プレビューをアップデート」を選択したとき

Â スライドショーが始まる直前（プレビューが最新の状態ではなく、プリセットで「再高品質」

品質設定が使用されている場合）

複数のプレビューイメージをレンダリングするときの圧縮品質とピクチャサイズには、プレ

ビューのレンダリングを開始するときに指定されていた設定ではなく、現在のアプリケーション

の環境設定が使用されます。たとえば、品質を6に設定していて、レンダリングの途中で設定を
8に変更した場合、まだレンダリングされていないプレビューは設定8で圧縮されます。すでに
レンダリングされたプレビューは影響を受けません。

サイズと圧縮の新しい設定を使ってプレビューをアップデートするには： 
1 ブラウザで、アップデートしたいイメージを選択します。

2



Optionキーを押したままControlキーを押して選択済みイメージをクリックし、ショートカット
メニューから「プレビューを生成」を選択します。

パフォーマンスの問題が発生した場合は、「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウでバッ

クグラウンドで処理が実行されているかどうかを確認できます（「ウインドウ」＞「タスクリス

トを表示」）。プレビューの処理によってパフォーマンスが低下していると考えられる場合は、そ

のプロジェクトの自動プレビュー保守機能を無効にし、進行中のプレビュー処理タスクをキャン

セルすることができます。プレビューの生成は、後で都合の良い時間に行うことができます。

プレビューを効果的に使用するワークフローの例
プレビューイメージを効率的かつ効果的に使用する方法をいくつか紹介します。

サイズの大きなライブラリのプレビューをプロジェクト単位で生成する
プレビューのレンダリングには時間がかかるので（特に、高解像度イメージや多くの調整が適用

されたイメージの場合）、サイズの大きなライブラリの場合は自動プレビュー保守機能を無効に
し、その代わりにプレビューを作成したいプロジェクトを選択することをお勧めします。
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ライブラリ全体のプレビューの作成を停止し、プロジェクト単位でプレビューを作成するには：
1 「ウインドウ」＞「タスクリストを表示」と選択します。

2 「プレビューを処理中」タスクを選択してから、「タスクをキャンセル」ボタンをクリックします。

3 「バックグラウンドタスクのリスト」ウインドウを閉じます。

4 プロジェクトパネルで、プロジェクトアクションのポップアップメニュー（歯車のアイコンが表

示されています）から「ライブラリ」を選択し、「すべてのプロジェクトのプレビューを保守」を

選択します。

メニュー項目の横にチェックマークもハイフン（–）も表示されないときは、ライブラリ全体で
プレビュー保守機能が無効になっています。

5 プロジェクトパネルで、プレビューを作成したいプロジェクトを個別に選択してから、以下のい

ずかの操作を行います：

Â



Controlキーを押したままそれぞれのプロジェクトをクリックし、ショートカットメニューか
ら「プロジェクトのプレビューをアップデート」を選択します。

Â それぞれのプロジェクトを選択し、プロジェクトアクションのポップアップメニュー（歯車の

アイコンが表示されています）から「プロジェクトのプレビューを保守」を選択します。

「プロジェクトのプレビューを保守」メニュー項目の横にチェックマークが表示されていると

きは、選択したプロジェクトのプレビュー保守機能が有効になっています。

オフラインのときにプロジェクトが使用するプレビューを生成する
参照イメージのマスターファイルがオフラインのときまたは見つからないときは、JPEG プレ
ビューが表示されます。このようにすると、プレビューで使用されるピクチャの高い品質を維持

することができ、さらにマスターファイル（特にRAWファイル）に必要なディスク容量を節約
できます。

参照イメージがオフラインのときにプレビューを使用するには：
1 オフラインのときに参照したいマスターファイルが外部ハード・ドライブに格納されている場合

は、外部ハード・ドライブがコンピュータに接続されていることを確認してください。

オフラインのときに参照したいマスターファイルが現在コンピュータに格納されている場合は、

イメージを参照イメージに変換して、マスターファイルを外部ハードディスクに移動する必要が

あります。この操作を行うには、オフラインのときにマスターファイルを参照したいイメージが

含まれるプロジェクトを選択し、「ファイル」＞「プロジェクトのマスターの場所を変更」と選

択し、マスターファイルの外部ハードディスクの場所を選んでから、「マスターの場所を変更」を
クリックします。

2 オフラインのときにマスターファイルを参照したいイメージが含まれるプロジェクトをControl
キーを押したままクリックし、ショートカットメニューから「プレビューをアップデート」を選

択します。

3 プレビューが作成されたら（「ウインドウ」＞「タスクリストを表示」と選択して確認できます）、

マスターファイルが含まれるハードディスクを接続解除できます。
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マスターファイルがオフラインのときでも、プレビューイメージをブラウズおよび検索し、プレ

ビューイメージにメタデータを割り当てることができます。プレビューイメージは高品質 JPEG
ファイルなので、ルーペを使って拡大／縮小することもできます。

レートに基づいてイメージのプレビューを生成する
レートの低いイメージだけが表示される検索を作成するために、プレビューを使用することもで

きます。さらに、それらのイメージだけのプレビューを作成すれば、それらのマスターファイル

をオフラインの状態にできます（DVDに書き込むなど）。このようにすれば、多くのディスク容
量を使わなくても、すべての写真で標準品質のイメージを利用できます。

レートの高いイメージだけが表示される検索を作成してから、それらのイメージだけのプレ

ビューを作成することもできます。レートの低いイメージのときはデフォルトのサムネイル解像

度で十分なワークフローの場合には、この方法を使ってみることをお勧めします。

新しいプロジェクトまたはアクティブなプロジェクトのプレビューを生成する
プレビューは「iLife」と「iWork」のメディアブラウザおよびMacOSX のスクリーンセーバで
使用されるので、「Aperture」のピクチャをムービー、Web、DVD、スライドショー、および
Podcast に配布するためにプレビューを使用することもできます。「Aperture」のピクチャを
iPod にダウンロードし、それらを「iPhoto」に読み込んだり、それらを使ってページ書類を作
成することもできます。

プレビューをほかのアプリケーションと共有するには：
1 ほかのアプリケーションと共有するイメージが含まれるプロジェクトを選択し、プロジェクトア

クションのポップアップメニュー（歯車のアイコンが表示されています）から「プロジェクトの

プレビューを保守」を選択します。

2 「Aperture」の環境設定で「プレビューをiLifeおよびiWorkと共有」チェックボックスが選択さ
れていることを確認します（「Aperture」＞「環境設定」と選択します）。

3 プロジェクトパネルで、Controlキーを押したままプロジェクトをクリックし、ショートカット
メニューから「プロジェクトのプレビューをアップデート」を選択します。

プレビューが作成されたら、任意の「iLife」および「iWork」アプリケーションを開いて、Aperture
イメージを使用できます。

スマートアルバムのプレビューを生成する
スマートアルバムに集めたイメージのプレビューを作成することもできます。たとえば、レート

の高いイメージだけのプレビューを作成できます。

スマートアルバムのプレビューを生成するには：
1 スマートアルバムを作成し、スマートアルバムのクエリーHUDを使ってその条件を指定します。

2 ブラウザ内をクリックしてから、コマンド＋Aキーを押してすべてのイメージを選択します。

3



Controlキーを押したまま選択済みイメージの 1 つをクリックし、ショートカットメニューから
「プロジェクトのプレビューをアップデート」を選択します。

プレビューが作成されたら、プレビューを「iLife」や「iWork」と共有したり、ほかのアプリ
ケーションにドラッグすることができます。
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参考：スマートアルバムのプレビューは自動的に保守されません。自動プレビュー保守機能は、
プレジェクトレベルおよびライブラリレベルだけに適用される設定です。このワークフローで

は、Controlキーを押したままアルバム内のイメージをクリックし、ショートカットメニューか
ら「プレビューをアップデート」を選択する方法で、プレビューを定期的に手動でアップデート

する必要があります。「Aperture」では、変更されているバージョンのプレビューだけが作成さ
れるため、どのプレビューをアップデートするかを判断する必要はありません。

プレビューがあるバージョンを確認する
バージョンにプレビューがあるかどうかを示すバッジはありません。Controlキーを押したまま
バージョンをクリックし、ショートカットメニューから「プレビューをアップデート」を選択す

る方法で、バージョンのプレビューが最新のものであるかどうかを確認できます（バージョンの

プレビューが存在しない場合またはアップデートが必要な場合は、プレビューが作成またはアッ

プデートされます）。Aperture ブラウザから特定のバージョンをドラッグすることもできます。
ドラッグしているバージョンにプレビューが存在する場合は、そのことを示すプラス記号（+）
がポインタの上に表示されます。プラス記号（+）がポインタの上に表示されない場合は、選択
したバージョンのプレビューは存在しません。

プレビューを切にする
ワークフローにプレビューが必要ない場合は、プレビューを完全に切にすることができます。

プレビューを切にするには：
1 「Aperture」＞「環境設定」と選択して、「新しいプロジェクトでプレビューを自動的に生成」
チェックボックスの選択を解除します。

この手順によって、新しいプロジェクトを作成するときに、その自動プレビュー保守機能が無効

になります。

2 プロジェクトパネルで、プロジェクトアクションのポップアップメニューから「ライブラリ」を

選択して、「すべてのプロジェクトのプレビューを保守」を選択します（プロジェクトの横に

チェックマークは付いていません）。

この手順によって、既存のプロジェクトの自動プレビュー保守機能が無効になります。

参考：手順1 と2は、ライブラリごとに実行する必要があります。

3 いくつかのプロジェクトのプレビューをすでに生成していて、それらが必要ない場合は、プロ

ジェクトパネルで「ライブラリ」を選択して、「イメージ」＞「ライブラリのプレビューを削除」

と選択します。

この手順によって、すでに生成されているプレビューがすべて削除されます。この手順について

も、すでにプレビューを生成しているライブラリごとに実行する必要があります。
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JPEGプレビューとそれらのマスターファイルのファイルサイズを比較する
プレビューが使用するディスク容量は、プレビューに関連するマスターファイルよりも少なくな

ります（特に、高解像度RAW ファイルの場合）。下のグラフは、50 個の16 メガピクセル 1D
MarkII イメージのプレビューに必要なディスク容量を示しています。プレビューは、3 つの圧縮
品質設定（10、8、および6）と3 つのサイズ設定（制限なし、2560、および1680）で作成さ
れています。最初のグラフでは、圧縮設定がそれぞれのプレビューサイズで使用されるディスク

容量にどのように影響するかが分かります。2番目のグラフでは、プレビューのサイズがそれぞ
れの圧縮設定で使用されるディスク容量にどのように影響するかが分かります。
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スライドショーをAppleRemoteで制御する
「Aperture1.5」では、MacBook、MacBookPro、および iMac コンピュータに付属の Apple
Remoteを使ってスライドショーを制御できます。

プリセットを別のApertureシステムにコピーする
「Aperture1.5」では、書き出し、ファイルネーミング、プリントなどのプリセットを、別の
Aperture1.5以降のシステムと共有できるようになりました。この機能は、スタジオ内のワーク
ステーション間で、またはワークステーションからポータブルコンピュータにプリセット設定を

コピーしたい場合に、特に役に立ちます。

別のApertureシステムにプリセット設定をコピーするには：
1 両方のシステムに「Aperture1.5」がインストールされていることを確認します。

2 「/ユーザ/＜ユーザ名＞/ライブラリ/ApplicationSupport/Aperture/」の内容を、別のコンピュー
タの同じ場所にコピーします。

別のシステムで「Aperture」を開くと、コピー元のApertureシステムと同じプリセット設定が
表示されます。

ApertureライブラリをFinderから開く
「Finder」内の任意の場所から、Aperture ライブラリのアイコンをダブルクリックすることで、
Apertureライブラリを簡単に開けるようになりました。この方法でApertureライブラリを開く
と、「Aperture」の「環境設定」で、ライブラリの場所がAperture ライブラリファイルの現在
の場所に再設定されます。

参考：「Finder」からApertureライブラリを開いても、前に選択していたApertureライブラリ
の内容が上書きされるわけではありません。

「Finder」からApertureライブラリを開くには：
1 「Aperture」を開いている場合は終了します。

2 「Finder」で、開きたいAperture ライブラリのアイコンをダブルクリックします。

「Aperture」が開き、選択したライブラリの内容が表示されます。前のライブラリの内容を表示
したい場合は、手順1と2をもう一度実行します。

AppleRemoteの操作 効果

左ボタンを押す 1つ前のスライドに戻り、スライドショーを一時停止します。

右ボタンを押す 1つ後のスライドに進み、スライドショーを一時停止します。

「再生」ボタンを押す スライドショーを再生／一時停止します。

右ボタンを押したままにする スライドショーを終了します。
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マスターファイルを統合する
マスターファイルを統合するときは、マスターファイルを「Finder」内の現在の場所からAperture
ライブラリに、移動するかコピーするかを選択できます。マスターファイルをサーバまたはRAID
に保存していて、効率的に作業できるようにライブラリに保存したいときは、「マスターイメー

ジを統合」ダイアログで「ファイルをコピー」オプションを選択すると、コピー元のボリューム

は変更されません。マスターファイルの統合について詳しくは、「Aperture」の「ヘルプ」メ
ニューにある「Aperture ユーザーズマニュアル」を参照してください。

ツールバーアイコンについて
「Aperture1.5」では、ツールバーアイコンのデフォルトセットが変更されたため、ツールバーの
外観が以前とは異なる場合があります。「Aperture1.5」のツールバーアイコンのデフォルトセッ
ト、よびツールバーのカスタマイズ方法について詳しくは、「Aperture」の「ヘルプ」メニュー
にある「Aperture ユーザーズマニュアル」を参照してください。

参考：「Aperture1.1.2」でツールバーをカスタマイズしていた場合は、ツールバーアイコンは変
更されません。

Aperture1.1に関する以前のリリース情報
以下の情報は、「Aperture1.1」に関するものです。「Aperture1.1」は、PowerPC プロセッサと
Intel プロセッサのどちらを搭載したMacintoshコンピュータでもネイティブに動作するように
設計されています。

Aperture1.1とのライブラリの互換性
「Aperture1.1」を開くときは、 Apertureライブラリを「Aperture1.1」で使用できるようにアッ
プデートする必要があります。変換したライブラリは、以前のバージョンの「Aperture」では使
用できなくなります。

外部で編集されたバージョンが取り消し機能で削除されない
以前のバージョンの「Aperture」では、イメージを外部エディタに書き出して「Aperture」に
戻した後、「Undo」を選択すると、外部エディタによって作成された新しいバージョンが削除さ
れました。「Aperture1.1」では、「Undo」を選択しても、外部エディタから読み込まれたバー
ジョンは削除されなくなりました。外部エディタから「Aperture」にイメージを戻したときは、
「Undo」コマンドが淡色で表示されます。
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書き出し時にファイル名から空白を取り除く
Webサイトで使用するなど、特定の用途のためにイメージを書き出すときは、目的のアプリケー
ションやWebサイトで使用できるように、空白のないファイル名が必要になることがあります。
「Aperture」では、使用する名前フォーマットによってはファイル名に空白が追加されます。名
前フォーマットを変更することで、ファイル名から空白を簡単に取り除くことができます。

名前フォーマットを変更して空白を取り除くには：
1 「Aperture」＞「Presets」＞「FileNaming」と選択します。

2 「NamingPresets」ダイアログで、変更したいプリセット名前フォーマットを選択します。

3 「Format」フィールドで、名前要素の間にある空白または文字を選択して削除します。

必要に応じて、名前要素の間に空白または文字を追加することもできます。

4 「OK」をクリックします。

バージョン名での時刻フォーマットの変更
「Aperture1.1」では、読み込み時にファイル名に適用される時刻フォーマットが変更され、ほか
のアプリケーションとファイルの互換性がなくなる可能性のあるピリオドとコロンが使用され

なくなりました。たとえば、日付と時刻のフォーマットが「DCS1-2006-09-1406:13:56PM」の
ように適用されていたファイル名は、「DCS1-2006-09-14061356PM」と表示されるようになり
ました。

読み込みセッションが完了するまでプロジェクト名を変更できない
プロジェクトにイメージを読み込むときに、読み込みセッションが完了するまでは、そのプロ

ジェクトの名前を変更することや、そのプロジェクトが含まれるフォルダ階層を変更することは

できません。以前のバージョンの「Aperture」では、読み込みセッションが完了する前にプロ
ジェクト名を変更したりフォルダおよびプロジェクト階層を変更したりできましたが、これに

よって読み込みエラーが起きる可能性がありました。

変更したい名前

フォーマットを
選択します。

名前要素の間の空白を
選択して削除します。
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WebギャラリーとWebジャーナルのアップデートの改良
以前のバージョンの「Aperture」では、.Mac に投稿されたWebギャラリーまたはWebジャー
ナルのイメージをアップデートするときは、WebギャラリーまたはWeb ジャーナルのすべての
イメージがハードディスクの一時記憶領域に書き出された後、追加または変更されたイメージだ

けが.Macサイトに転送されました。「Aperture1.1」では、最初にWeb ギャラリーまたはWeb
ジャーナルのどのイメージが追加または変更されているかを確認してから、それらのイメージだ

けが.Mac に転送するための一時記憶領域に書き出されるようになりました。これにより、大き
いWebギャラリーまたはWebジャーナルをアップデートする時間が節約されます。

参考：以前のバージョンの「Aperture」で作成したWebギャラリーまたはWeb ジャーナルを
「Aperture1.1」ではじめてアップデートするときは、Web ギャラリーまたはWebジャーナルの
すべてのイメージが一時記憶領域に書き出された後、追加または変更されたイメージだけが.Mac
に転送されます（以前のバージョンの「Aperture」と同じです）。一度、Aperture1.1フォーマッ
トに効率的に変換するために、すべてのイメージを一時記憶領域に書き出す必要があります。

Apertureサンプルプロジェクトについて
「Aperture」のインストールディスクには、高解像度イメージを含むサンプルプロジェクトがい
くつか収録されています。「Aperture」をはじめて起動すると、サンプルプロジェクトをインス
トールするかどうかを確認するダイアログが表示されます。その他のサンプルプロジェクトは、
Apertureインストールディスクの「SampleProjects」フォルダにあります。これらのプロジェ
クトは、アプリケーションのインストール後にいつでも Aperture インストールディスクから
「Aperture」に読み込むことができます。

Aperture1.1のマニュアルの訂正
「Digital Photography Fundamentals」PDF書類の12ページにある、レンズを35mmフィル
ムよりも小さな撮像素子を持つデジタル一眼レフカメラに装着するとレンズの焦点距離は変化

してしまう、という記述は誤りです。レンズの焦点距離は変化しませんが、35mm フィルムと

撮像素子のサイズが異なるため、画角が変わります。

「Aperture Getting Started」の102 ページにある、「Aperture」でブラケット撮影された一連
のイメージが検出されると中間のイメージがスタック内のピックとして指定される、という記述

は誤りです。最初のイメージが、ブラケット撮影されたイメージのスタック内のピックとして指

定されます。

「Aperture Getting Started」の191 ページにある、ApertureWebページを.Macアカウント
に投稿する方法については .Mac のヘルプを参照する、という指示は誤りです。ApertureWeb
ページを.Mac アカウントに投稿する方法については、「Aperture」の「Help」メニューから利
用できる「ApertureUser Manual」の、Webページの作成に関する章を参照してください。
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Aperture1.0に関する以前のリリース情報
以下の情報は、「Aperture1.0」に関するものです。

ライブラリのパフォーマンスを最大化する
パフォーマンスを最大化するには、ライブラリを内蔵ハードディスク上に置きます。ライブラリ

の場所は、「Preferences」ウインドウ（「Aperture」＞「Preferences」と選択する）で設定できます。

マスターファイルを操作する
このセクションでは、デジタル・マスター・ファイルの操作について説明します。

マスターファイルの削除は取り消せない
マスターファイルを削除すると、そのマスターファイルとすべてのバージョン情報がAperture
ライブラリから完全に取り除かれます。適用したすべての調整とメタデータも取り除かれます。

「Undo」コマンドを使ってマスターファイルおよび関連付けられたバージョンを復元することは
できません。マスターファイルを削除すると「Undo」のキューも消去されるので、マスターファ
イルを削除する前の一連の操作も取り消せなくなります。

削除したマスターファイルはゴミ箱に入れられる
「Aperture」では、削除したマスターファイルをハードディスクから完全に削除する前に、もう
一度確認できます。Aperture ライブラリからマスターファイルを削除すると、「ゴミ箱」に入れ
られます。「ゴミ箱」内に「Aperture」という名前のフォルダが表示され、その中に、マスター
ファイルが読み込まれていたプロジェクトの名前が付いたフォルダが作成されて、各フォルダに

マスターファイルが保存されます。

それらのマスターファイルのコピーが含まれるボールトをアップデートすると、ハードディスク

上のボールトと同じ場所に、「＜名前＞DeletedImages」という名前のフォルダが作成されま
す。削除したイメージをハードディスクから取り除くときは、ファイルを「ゴミ箱」に入れます。

これらのファイルが使用していた領域を内蔵ハードディスクと外部ハードディスクの両方で解

放するには、「ゴミ箱」を空にする（「Finder」＞「ゴミ箱を空にする」と選択する）必要があります。

プロジェクト内のマスターファイル数の制限について
「Aperture」では数十万個のマスターファイルを操作できますが、1 つのプロジェクトに保存で
きるマスターファイルは最大10,000 個です。ただし、マスターファイル数の制限はバージョン
には適用されません。バージョンは、必要な数だけ作成できます。
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ボールトを操作する
このセクションでは、ボールトの操作について説明します。

ボールトの保存に使用できるハードディスクドライブ
ボールトは、内蔵ハードディスクドライブおよび外部FireWire ハードディスクドライブだけに
保存できます。イメージ資産をハードウェアの故障から保護するために、必ず、ライブラリが保

存されているディスクとは別のディスクにボールトを保存してください。

ボールトが対応しているドライブフォーマット
ボールトは、MacOS 拡張フォーマット（HFS Plusとも呼ばれます）でフォーマットされたディ
スクだけに保存できます。外部ドライブがMacOS 拡張フォーマットでない場合は、「ディスク
ユーティリティ」を使って再フォーマットする必要があります。詳しくは、「ディスクユーティ

リティ」のヘルプを参照してください。

アルバムを操作する
このセクションでは、アルバムの操作について説明します。

アルバムを複製する
アルバムのコピーを作成できます。この操作は、通常のアルバム、スマートアルバム、ブックア

ルバム、Webギャラリーアルバム、およびWebジャーナルアルバムで実行できます。

アルバムを複製するには：
1 「Projects」パネルで、複製したいアルバムを選択します。

2 「File」＞「Duplicate＜項目＞」と選択します。

選択したアルバムが複製され、複製元のアルバム名の末尾に数字の 1 を付けた名前が付けられ
ます。

アルバム内の「Reject」のレートのイメージを操作する
ブラウザでアルバム（スマートアルバムを含む）の内容を表示したときに、「Reject」レートの
イメージが表示されないことがあります。これは、ブラウザのクエリーHUD が「Unratedor
Better」のイメージを表示するように設定されているためです。「Reject」レートのイメージを表
示するには、すべてのイメージを表示するようにブラウザのクエリーHUD を設定する必要があ
ります。

すべてのイメージを表示するようにブラウザのクエリーHUDを設定するには：
1 「Projects」パネルで、アルバムを選択します。

2 ブラウザで、「QueryHUD」ボタン（虫眼鏡のアイコンの付いたボタン）をクリックします。

警告：ハードディスクを再フォーマットすると、そこに保存されているすべてのファイルが削
除されます。ハードディスクの再フォーマット前に、必ず重要なファイルを別のディスクに移

動してください。
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3 クエリーHUDで、「Rating」チェックボックスの選択を解除します。

「Reject」レートのイメージを含めてすべてのイメージがブラウザに表示され、ブラウザの検索
フィールドには「ShowingAll」と表示されます。

「Reject」レートのイメージだけを表示するようにブラウザのクエリーHUD を設定するには：
1 クエリーHUDで、「Rating」チェックボックスが選択されていることを確認します。

2 「Rating」ポップアップメニューから「is」を選択し、レートスライダを「X」（「Reject」）に設
定します。

「Reject」のレートのイメージだけがブラウザに表示され、ブラウザの検索フィールドには「X」
が表示されます。

特定のキーワードを取り除く
選択した複数のイメージから、適用されているほかのキーワードを残したまま特定のキーワード

を簡単に取り除くことができます。

1つ以上のイメージから特定のキーワードだけを取り除くには：
1


1つ以上のイメージを選択します。

2 コントロールバーで、「AddKeyword」フィールドに取り除きたいキーワードを入力して、 Shift
キーを押したままReturnキーを押します。

選択したイメージからキーワードが取り除かれます。

.Macに公開する
「Aperture」では、Web ギャラリーおよびWeb ジャーナルを.Mac に直接公開できます。ただ
し、Web ギャラリーまたはWebジャーナルを.Macに公開した後、ホームページへのリンク設
定は手動で行う必要があります。

WebギャラリーまたはWebジャーナルを.Macに公開するには：
1


Webページエディタで、「Publishto.Mac」ボタンをクリックします。

2 表示されるダイアログで、以下の操作を行います：

Â「PublishAlbumAs」フィールドに、Webページの名前を入力します。

Â 適切な「ThumbnailImagePreset」および「DetailImagePreset」を選択します。

3 「Publish」ボタンをクリックします。

「Aperture」によって、Web ギャラリーまたはWeb ジャーナルが.Mac アカウントに書き出さ
れます。

4 表示されるダイアログで、WebギャラリーまたはWebジャーナルのインターネットアドレスのテ
キストを選択し、コマンド＋Cキーを押してコピーします。

参考：このアドレスは、Web ギャラリーまたはWebジャーナルを自分の.Mac ホームページに
リンクするときに必要になります。
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5 公開されたWebギャラリーまたはWebジャーナルを「Safari」などのWebブラウザで確認したい
場合は、「ViewinBrowser」ボタンをクリックします。

公開されたWeb ギャラリーまたはWebジャーナルがWebブラウザに表示されます。

WebギャラリーまたはWebジャーナルを.Macホームページにリンクするには：
1


http://www.mac.com/japanにアクセスして、画面の上部にある「HomePage」リンクをクリッ
クします。

2 まだログインしていない場合は、ログインします。

3 「ページ」リストから、「ホーム」などのメニューページを選択して、「編集」をクリックします。

参考：選択項目の右側に、ページのカテゴリがリスト表示されます。

4 ページ編集のセクションで、既存のリンクの横にあるプラス記号（＋）ボタンをクリックして、

新しいリンクを追加します。

新しい空のリンクが、前のリンクの右側に作成されます。

5 ページのタイトルと簡単な説明を入力し、「リンクの編集」ボタンをクリックします。

6 「リンクの編集」ページで、「外部のサイト」タブをクリックします。アドレスフィールドで、コ
マンドキーを押したままV キーを押してWeb ギャラリーまたはWebジャーナルのアドレスを
ペーストしてから、「適用」をクリックします。

7 アップデートしたホームページを公開する準備ができたら、画面の右上にある「公開する」ボタ

ンをクリックします。

新しい画面に、アップデートされたホームページアドレスのリンクが表示されます。

調整をリフトしてスタンプする
多くの場合、「Aperture」での調整をリフトして、複数のイメージにスタンプできます。ただし、
トリミングおよび傾き補正の調整は、各イメージに手動で適用する必要があります。

参考：「Aperture1.5」では、トリミングおよび傾き補正の調整をリフトしてスタンプできるよう
になりました。調整のリフトおよびスタンプについて詳しくは、「Aperture」の「ヘルプ」メ
ニューの「イメージの調整」を参照してください。

プリンタのカラーマネージメントを切にする
最適な状態でプリントするために、「Aperture」を使ってイメージをプリントするときは、プリ
ンタのカラーマネージメントを切にしてください。デフォルトでは、ほとんどのプリンタはイ

メージをプリンタの色空間に変換するように設定されています。「Aperture」は、この変換を内
部で実行するように設計されています。プリントダイアログは、プリンタの製造元ごとに異なり

ます。そのため、プリンタのカラーマネージメントを切にする設定は、プリンタの製造元および

機種によって異なります。

参考：お使いのコンピュータに複数のプリンタを接続している場合は、プリンタごとにプリント
プリセットを作成してカラーマネージメントを切にする必要があります。

http://www.mac.com/japan
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ここでは例として、EpsonR2400、Canoni9100、およびHPPhotosmart8700 シリーズのプリ
ンタのカラーマネージメントを切にする方法を紹介します。 

EpsonR2400プリンタのカラーマネージメントを切にするには：
1 「Aperture」で、「File」＞「Print」と選択します（またはコマンド＋Pキーを押します）。

「Print」ダイアログが表示されます。

2 「PrinterSettings」ボタンをクリックします。

3 表示されるダイアログで、上から3 番目のポップアップメニューから「ColorManagement」を
選択し、「Off(NoColorAdjustment)」を選択します。

4 ほかのプリンタ設定が適切であることを確認してから、「Done」をクリックします。

Canoni9100 プリンタのカラーマネージメントを切にするには：
1 「Aperture」で、「File」＞「Print」と選択します（またはコマンド＋Pキーを押します）。

「Print」ダイアログが表示されます。

2 「PrinterSettings」ボタンをクリックします。

3 表示されるダイアログで、上から3 番目のポップアップメニューから「ColorOptions」を選択
し、「ColorCorrection」ポップアップメニューから「None」を選択します。

4 ほかのプリンタ設定が適切であることを確認してから、「Done」をクリックします。









HPPhotosmart8700シリーズのプリンタのカラーマネージメントを切にするには：
1 「Aperture」で、「File」＞「Print」と選択します（またはコマンド＋Pキーを押します）。

「Print」ダイアログが表示されます。

2 「PrinterSettings」ボタンをクリックします。

3 表示されるダイアログで、上から3番目のポップアップメニューから「PaperType/Quality」を
選択し、「Paper」ボタンをクリックしてから、「Color」ポップアップメニューの「Application
ManagedColor」を選択します。

4 ほかのプリンタ設定が適切であることを確認してから、「Done」をクリックします。
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